
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

蘇芳透　すおう　とおる

ブラム＝ストーカー
サラマンダー

UGNエージェントA

永遠の18歳☆

素体

安定した家庭

吸血

結婚

カリスマモデル

男

33

友人:狛渡弾

3
2
2
1

1
0
0
0

0
0
0
0

4 8
2
2
1

38
6
6
11
22

4 1
1 1

UGN 1

赫き剣 白兵 8r+4 消費したHP+8

0 0

実験体
蘇芳薫　かおる
蘇芳弓香　ゆみか

狛渡弾

慈愛
純愛
友情

不安
恐怖
憐憫

情報収集チーム
コネ:UGN、噂話

4

ワーディング

リザレクト

コンセ:ブラム

赫き剣

破壊の血

渇きの主

フレイムタン

血の宴

瀉血☆

凍結保存

★

0

2

5

5

1

1

2

★

★

-

1d10

2

3

2

4

2

3

-

オート

気絶時

メジャー

マイナー

マイナー

メジャー

メジャー

メジャー

常時

メジャー

視界

-

-

至近

至近

至近

視界

-

至近

シーン

自身

-

自身

自身

単体

-

範囲(選択)

自身

自動

自動

対決

自動

自動

対決

対決

対決

自動

-

↓100

-

-

リミット

-

-

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-LV(下限7)

武器作成、LV×2以下のHP消費、消費したHP+8

赫き剣で作成する武器攻撃力を+[LV×3]、ガード値+5、HP2点消費

装甲無視、命中時HPLV×4回復、素手or赫き剣でのみ

白兵攻撃の射程を視界に変更、攻撃力-[5-LV(最大0)]

攻撃の対象を範囲(選択)に、1シナリオLV回

美しい容姿と健康を保ち続ける！！ちなみに戦闘してるときによくついでにしている。支部に帰ると怒られる。

人体を凍結。戦闘不能、死亡、自身に使用する事ができる。任意のタイミングで解除することができる。

蘇芳 透　すおう　とおる
芸名:久東　緋彩　くどう　ひいろ
CN:熱血"ブラッディフレア"
一人称:オレ　二人称:～ちゃん、~くん　三人称:あの人
「や！オレこそが超カリスマモデル、久東緋彩です☆年齢は永遠の18歳♡」
「弾く～～ん、仕事そろそろやめよ～よ～！飲みいこうよ～！」
「オレの血は真っ赤に燃えてるぜ！」

性格
軽薄、明るい。瀉血による健康体系美魔男おじさん。
ひょうひょうとしているが、仕事はきっちりこなす（つもり）。地味に暑苦しい。
子供がいるので、チルドレンや年下エージェントをどうしてもダブらせ、甘やかしてしまう。弾や上司に良く怒られてしょげている。
サラマンダーによって血に熱を持っているため、体温が高め。体温が高い人は心が冷たいっていうやつをものすごく気にしている。

出自・経験
修学旅行中にFHに同じ班員ともども誘拐され、数カ月の間実験体として扱われていた。
衝動を呼び起こすため、何日も食事を与えられず、極限状態で透がとった行動は既に死亡したクラスメイトの血液を啜る、ということだった。
血液を啜るという行為による精神的ショックか、レネゲイドの感染した血液をとりこんだからかはわからないが、ブラム=ストーカーの力に目覚める。
数か月後、当時はまだUGNチルドレンだった狛渡弾とUGNによって救出され、自分の存在や行いと向き合い、
UGNに所属することを選ぶ。狛渡弾とは長い間、任務を一緒にし、相棒兼友人のような存在。

ブラムの能力に目覚め、自身の血液を定期的に排出することで、健康体を得ることができた。
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